
(57)【要約】

【課題】情報記録媒体に新たなキズや汚れ等が発生して

も記録済みファイルを確実に再生することが可能なファ

イル記録方法及び装置を提供する。

【解決手段】ファイルを管理するファイル管理情報のう

ち、少なくともファイルの物理的な記録エリアを示す情

報をデータエリアとスペアエリアに記録し、２つのエリ

アの情報に基づいてファイルを再生する。新たに欠陥等

が生じた場合でも、File Entry即ち画像データの位置と

サイズが２箇所に保持されているため、一方が失われて

も画像の再生が可能となる。また、欠陥により１箇所と

なったFile Entryを再びバックアップすることで以降の

新たな欠陥にも対応可能となる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
フ ァ イ ル を 記 録 す る た め の デ ー タ エ リ ア と 交 替 処 理 の た め の ス ペ ア エ リ ア と を 有 す る 情 報
記 録 媒 体 に フ ァ イ ル を 記 録 す る 方 法 に お い て 、 前 記 フ ァ イ ル を 管 理 す る フ ァ イ ル 管 理 情 報
の う ち 、 少 な く と も 前 記 フ ァ イ ル の 物 理 的 な 記 録 エ リ ア を 示 す 管 理 情 報 を 前 記 デ ー タ エ リ
ア と 前 記 ス ペ ア エ リ ア に 記 録 し 、 前 記 デ ー タ エ リ ア の 管 理 情 報 と 前 記 ス ペ ア エ リ ア に 記 録
し た 管 理 情 報 に 基 づ い て フ ァ イ ル を 再 生 す る こ と を 特 徴 と す る フ ァ イ ル 記 録 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 デ ー タ エ リ ア の 管 理 情 報 が 再 生 で き な く な っ た 場 合 に は 、 前 記 ス ペ ア エ リ ア の 管 理 情
報 に 基 づ い て フ ァ イ ル を 再 生 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ ァ イ ル 記 録 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 デ ー タ エ リ ア の 交 替 元 の 管 理 情 報 と 対 応 す る 前 記 ス ペ ア エ リ ア の 交 替 先 の 管 理 情 報 と
の 対 応 を 示 す リ ス ト を 作 成 し 、 且 つ 、 前 記 リ ス ト に は 交 替 処 理 が 未 交 替 で あ る こ と を 示 す
情 報 を 付 加 し 、 前 記 デ ー タ エ リ ア の 管 理 情 報 が 再 生 で き な く な っ た 場 合 に は 、 前 記 リ ス ト
の 該 当 す る 管 理 情 報 に 付 加 さ れ た 未 交 替 を 示 す 情 報 を 交 替 に 変 更 す る こ と に よ っ て 、 前 記
ス ペ ア エ リ ア の 管 理 情 報 に 基 づ い て フ ァ イ ル を 再 生 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載
の フ ァ イ ル 記 録 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 デ ー タ エ リ ア の 管 理 情 報 が 再 生 で き な く な っ た 場 合 に は 、 前 記 ス ペ ア エ リ ア の 他 の 領
域 に 該 当 す る 管 理 情 報 を 記 録 し て 前 記 ス ペ ア エ リ ア の 管 理 情 報 を ２ 箇 所 と し 、 且 つ 、 前 記
リ ス ト に 記 録 し た 管 理 情 報 の 項 目 を 追 加 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の フ
ァ イ ル 記 録 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ス ペ ア エ リ ア の 管 理 情 報 に 欠 陥 が 発 生 し た 場 合 に は 、 前 記 デ ー タ エ リ ア の 該 当 す る 管
理 情 報 を 前 記 ス ペ ア エ リ ア の 他 の 領 域 に 記 録 し 、 且 つ 、 前 記 リ ス ト の 該 当 す る 管 理 情 報 の
交 替 先 を 前 記 記 録 し た 管 理 情 報 に 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の フ ァ
イ ル 記 録 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ス ペ ア エ リ ア に ２ 箇 所 記 録 さ れ た 管 理 情 報 の い ず れ か 一 方 に 欠 陥 が 発 生 し た 場 合 に は
、 前 記 リ ス ト の 交 替 先 を ２ 箇 所 に 記 録 さ れ た 管 理 情 報 の う ち 他 方 側 の 管 理 情 報 に 変 更 し 、
且 つ 、 前 記 ス ペ ア エ リ ア の 他 の 領 域 に 該 当 す る 管 理 情 報 を 記 録 し 、 前 記 リ ス ト に そ の 記 録
し た 管 理 情 報 の 項 目 を 追 加 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の フ ァ イ ル 記 録 方
法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 フ ァ イ ル の 物 理 的 な 記 録 エ リ ア を 示 す 情 報 は 、 Universal Disk Formatに お け る File 
Entryで あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の フ ァ イ ル 記 録 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 フ ァ イ ル は 動 画 像 フ ァ イ ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記
載 の フ ァ イ ル 記 録 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
フ ァ イ ル を 記 録 す る た め の デ ー タ エ リ ア と 交 替 処 理 の た め の ス ペ ア エ リ ア と を 有 す る 情 報
記 録 媒 体 に フ ァ イ ル を 記 録 す る 装 置 に お い て 、 前 記 フ ァ イ ル を 管 理 す る フ ァ イ ル 管 理 情 報
の う ち 、 少 な く と も 前 記 フ ァ イ ル の 物 理 的 な 記 録 エ リ ア を 示 す 情 報 を 前 記 デ ー タ エ リ ア と
前 記 ス ペ ア エ リ ア に 記 録 す る 手 段 と 、 前 記 デ ー タ エ リ ア の 管 理 情 報 と 前 記 ス ペ ア エ リ ア に
記 録 し た 管 理 情 報 に 基 づ い て フ ァ イ ル を 再 生 す る 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る フ ァ イ
ル 記 録 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 デ ジ タ ル 化 さ れ た 画 像 や 音 声 等 の フ ァ イ ル を 光 デ ィ ス ク 等 の 情 報 記 録 媒 体 に
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記 録 す る フ ァ イ ル 記 録 方 法 及 び 装 置 、 特 に 、 記 録 済 み フ ァ イ ル を 保 護 す る た め の 技 術 に 関
す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 テ ー プ 媒 体 に 代 わ っ て Ｃ Ｄ － Ｒ Ｗ や Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ と い っ た リ ム ー バ ブ ル な 光 デ ィ
ス ク が 普 及 し て い る 。 ま た 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ 等 の デ ー タ 圧 縮 技 術 の 進 歩 と 相 ま っ て デ ジ タ ル 化 さ
れ た 画 像 や 音 声 の 記 録 を 簡 単 に 行 え る よ う に な っ て き て い る 。 更 に 、 Ｂ Ｄ 、 Ｈ Ｄ － Ｄ Ｖ Ｄ
と い っ た 大 容 量 の 光 デ ィ ス ク も 策 定 さ れ て お り 、 今 後 、 更 に 高 品 質 、 長 時 間 の 記 録 が 期 待
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ う い っ た リ ム ー バ ブ ル な 光 デ ィ ス ク の 特 長 は 、 量 産 に よ っ て 大 幅 な 低 価 格 化 が 期 待 で
き る 点 と 長 期 間 に 渡 っ て 保 存 が 可 能 な 点 で あ る 。 こ こ で は 、 後 者 の 特 長 、 即 ち 、 記 録 デ ー
タ の 信 頼 性 を 確 保 す る 方 法 に 着 目 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 光 デ ィ ス ク 上 に 記 録 さ れ た デ ー タ に は 、 強 力 な エ ラ ー 訂 正 符 号 が 付 加 さ れ て お り 、 ラ ン
ダ ム な エ ラ ー や 多 少 の キ ズ 、 汚 れ に よ る バ ー ス ト 的 な エ ラ ー が あ っ て も 再 生 が 可 能 で あ る
。 但 し 、 デ ィ ス ク 製 造 時 の 欠 陥 と 呼 ば れ る や や 大 き め な 孔 状 の エ ラ ー 或 い は キ ズ や 汚 れ の
程 度 に よ っ て は ど う し て も 訂 正 し き れ な い 領 域 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 場 合 に 備 え て 、 光 デ ィ ス ク の 規 格 で は 欠 陥 管 理 或 い は 交 替 処 理 と 呼 ば れ る 機
能 が 規 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ８ 、 図 ９ を 用 い て 交 替 処 理 の 一 例 を 説 明 す る 。 図 ８ に 示 す よ う に 光 デ ィ ス ク は 内 周 側
の Lead-in、 中 央 の Data zone、 外 周 側 の Lead-outと い う 大 き く ３ つ の エ リ ア に 分 か れ て い
る 。 こ の う ち 、 Lead-inと Lead-outは デ ィ ス ク の 物 理 的 な 管 理 情 報 や 制 御 情 報 用 の エ リ ア
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 Data zoneは 、 更 に Spare Areaと User Data Areaと に 分 か れ て い る 。 Spare Areaは 文 字
ど お り デ ー タ 保 護 の た め の 予 備 エ リ ア で あ り 、 User Data Areaは ユ ー ザ ー が 自 由 に デ ー タ
を 読 み 書 き で き る エ リ ア で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 User Data Areaに は 論 理 セ ク タ 番 号 （ Ｌ Ｓ Ｎ ） が 内 周 か ら 順 に 割 り 振 ら れ て お り 、 last
 Ｌ Ｓ Ｎ の 値 で ユ ー ザ ー の 使 用 で き る 容 量 が 決 め ら れ て い る 。 物 理 セ ク タ 番 号 （ Ｐ Ｓ Ｎ ）
は 、 Lead-inか ら Lead-outに か け て 内 周 か ら 順 に 割 り 振 ら れ 、 デ ィ ス ク 上 の 物 理 的 な 位 置
を 示 し て い る 。 Ｌ Ｓ Ｎ と Ｐ Ｓ Ｎ は １ 対 １ に 対 応 す る が 、 Lead-in及 び Lead-outに は Ｌ Ｓ Ｎ
は 割 り 振 ら れ な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 Lead-inと Lead-outに は 、 欠 陥 管 理 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ） が 置 か れ 、 そ の 内 容 は 図 ８ に 示 す
よ う に 欠 陥 位 置 と 交 替 位 置 の Ｐ Ｓ Ｎ の ペ ア か ら 成 る 一 連 の リ ス ト で あ る 。 １ 行 の Ｐ Ｓ Ｎ の
ペ ア を 欠 陥 リ ス ト （ Ｄ Ｆ Ｌ ） と 呼 ん で い る 。 Statusに つ い て は 後 述 す る 。 Ｄ Ｍ Ａ に よ る 欠
陥 管 理 の 対 象 は Data zone内 に 限 定 さ れ る 。 従 っ て 、 Lead-inや Lead-outは 自 己 の 欠 陥 は 保
護 さ れ な い た め 、 ２ ヶ 所 （ 以 上 ） 繰 り 返 し 記 録 す る こ と で 信 頼 性 を 確 保 す る 方 法 が 採 ら れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ９ は 交 替 処 理 の 具 体 的 な 例 を 示 す 。 図 中 の × 印 が 欠 陥 位 置 を 表 し て お り 、 User Data 
Areaの Ａ と Ｂ に は 訂 正 不 能 な 欠 陥 が あ る た め 、 Spare Areaに 交 替 を 行 っ て い る 。 Ａ は Ｘ で
交 替 さ れ て い る が 、 Ｂ は Ｙ に も 欠 陥 が あ る た め 次 の Ｚ に 交 替 さ れ て い る 。 こ の 場 合 の Ｙ に
関 す る Ｄ Ｆ Ｌ は 図 ９ の ２ 行 目 で 示 さ れ 、 statusで Ｙ の 位 置 に 欠 陥 が あ り 、 交 替 エ リ ア と し
て 使 用 で き な い こ と を 明 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 こ の よ う な 交 代 処 理 が な さ れ た 状 態 で Ｌ Ｓ Ｎ ＝ ａ や ｂ に デ ー タ を 書 く 場 合 に は 、 Ｄ Ｍ Ａ
を 参 照 し て 実 際 の デ ー タ は そ れ ぞ れ Ｘ 、 Ｚ の 位 置 に 記 録 す る 。 交 替 処 理 に よ り Ｌ Ｓ Ｎ と 対
応 す る Ｐ Ｓ Ｎ は 変 更 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 光 デ ィ ス ク に お い て は エ ラ ー 訂 正 で き な い よ う な 欠 陥 に 対 し て も 、 デ ー
タ の 信 頼 性 を 確 保 す る 手 段 が 講 じ ら れ て い る 。 な お 、 上 述 の よ う な フ ァ イ ル 管 理 方 法 に 関
す る 技 術 は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ２ ２ ８ ３ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 来 の 技 術 に お い て は 、 記 録 を す べ て 終 了 し 、 デ ィ ス ク を 取 り 出 し た 後 で 新 た な ゴ ミ や
キ ズ に よ り 欠 陥 ブ ロ ッ ク が 生 じ た 場 合 に は 、 再 生 で き な く な る 可 能 性 が あ る 。 最 近 で は 、
ベ ア デ ィ ス ク と 呼 ば れ る ケ ー ス の 無 い デ ィ ス ク が 主 流 と な っ て い る こ と も 、 こ の 危 険 性 を
高 く し て い る 原 因 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 カ ム コ ー ダ 等 の 携 帯 型 の 機 器 に お い て は 、 記 録 時 の 温 度 、 湿 度 、 振 動 等 の 外 的 な
条 件 が 厳 し く 、 記 録 が 万 全 に 行 わ れ て い な い 場 合 も あ る た め 、 記 録 直 後 に は 問 題 な く 再 生
で き て も 、 時 間 を 経 る と 再 生 で き な い 場 合 も あ る 。 特 に 、 フ ァ イ ル 管 理 情 報 が 読 み 出 せ な
く な る と 、 フ ァ イ ル 自 身 に 欠 陥 が な く て も フ ァ イ ル の 読 み 出 し が 行 え な く な る と い う 問 題
が あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 場 合 、 市 販 の ユ ー テ ィ リ テ ィ ー ソ フ ト を 使 え ば フ ァ イ ル の 救 済 を 行 う こ と も 可 能 で
あ る 。 し か し 、 対 応 で き る の は 静 止 画 フ ァ イ ル の よ う な 記 録 エ リ ア が 一 箇 所 に 固 ま っ て 存
在 し て い る 小 フ ァ イ ル に 限 ら れ 、 動 画 像 フ ァ イ ル の よ う な 多 箇 所 に 散 ら ば っ て 存 在 し て い
る フ ァ イ ル の 救 済 は 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 情 報 記 録 媒 体 に 新 た な キ ズ 等 が 発 生 し て も 記 録 済 み フ ァ イ ル を 確 実 に
再 生 可 能 な フ ァ イ ル 記 録 方 法 及 び 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 は 、 フ ァ イ ル を 記 録 す る た め の デ ー タ エ リ ア と 交 替 処 理 の た め の ス ペ ア エ リ ア と
を 有 す る 情 報 記 録 媒 体 に フ ァ イ ル を 記 録 す る 方 法 に お い て 、 フ ァ イ ル を 管 理 す る フ ァ イ ル
管 理 情 報 の う ち 、 少 な く と も フ ァ イ ル の 物 理 的 な 記 録 エ リ ア を 示 す 管 理 情 報 を デ ー タ エ リ
ア と ス ペ ア エ リ ア に 記 録 し 、 デ ー タ エ リ ア の 管 理 情 報 と ス ペ ア エ リ ア に 記 録 し た 管 理 情 報
に 基 づ い て フ ァ イ ル を 再 生 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 情 報 記 録 媒 体 に 新 た な 欠 陥 が 生 じ た 場 合 で も 、 File Entry即 ち 画 像
デ ー タ の 位 置 と サ イ ズ が ２ 箇 所 に 保 持 さ れ て い る た め 、 一 方 が 失 わ れ て も 画 像 の 再 生 が 可
能 と な る 。 ま た 、 欠 陥 に よ り １ 箇 所 と な っ た File Entryを 再 び バ ッ ク ア ッ プ す る こ と で 、
以 降 の 新 た な 欠 陥 に も 対 応 が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 情 報 記 録 媒 体 に 新 た に キ ズ や 汚 れ 等 が 発 生 し て も 記 録 済 み フ ァ イ ル を
確 実 に 読 み 出 す こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 本 発
明 に 係 る 記 録 再 生 装 置 の 一 実 施 形 態 の 構 成 を 図 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 図 中 ２ ０ は カ メ ラ 等 の 画 像 入 力 装 置 及 び 表 示 パ ネ ル 等 の 表 示 装 置 を 有 す る カ メ ラ 部 で あ
る 。 以 下 、 総 称 し て カ メ ラ ２ ０ と い う 。 ２ １ は 画 像 、 音 声 信 号 の Ａ Ｄ ／ Ｄ Ａ 変 換 を 行 う 画
像 音 声 入 出 力 回 路 、 ２ ２ は 画 像 音 声 や 各 種 管 理 情 報 を 保 持 す る メ モ リ 、 ２ ３ は 画 像 音 声 の
圧 縮 伸 長 を 行 う Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ 　 Ｃ Ｏ Ｄ Ｅ Ｃ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ２ ４ は 記 録 時 の エ ラ ー 訂 正 符 号 付 加 と 再 生 時 の エ ラ ー 訂 正 を 行 う エ ラ ー 訂 正 処 理 回 路 、
２ ５ は 信 号 の 変 復 調 等 を 行 い 、 デ ィ ス ク 媒 体 ２ ６ に 情 報 の 記 録 或 い は 再 生 を 行 う 記 録 再 生
処 理 回 路 で あ る 。 デ ィ ス ク 媒 体 ２ ６ は 光 デ ィ ス ク 等 で あ る 。 ２ ７ は 装 置 全 体 を 制 御 す る Ｃ
Ｐ Ｕ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま ず 、 カ メ ラ ２ ０ か ら 入 力 さ れ た 画 像 信 号 は 、 画 像 音 声 入 出 力 回 路 ２ １ で デ ジ タ ル 化 さ
れ 、 メ モ リ ２ ２ に 書 き 込 ま れ る 。 メ モ リ ２ ２ 上 の 画 像 デ ー タ は Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ 　 Ｃ Ｏ Ｄ Ｅ Ｃ ２ ３
に 読 み 出 さ れ 、 圧 縮 符 号 化 さ れ て 再 び メ モ リ ２ ２ に 書 き 戻 さ れ る 。 符 号 化 さ れ た 画 像 デ ー
タ は エ ラ ー 訂 正 処 理 回 路 ２ ４ に よ り エ ラ ー 訂 正 符 号 が 付 加 さ れ 、 記 録 再 生 処 理 回 路 ２ ５ に
よ り 変 調 さ れ て デ ィ ス ク 媒 体 ２ ６ に 記 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 時 、 書 き 込 ま れ る 画 像 デ ー タ は フ ァ イ ル と し て 記 録 さ れ る が 、 書 き 込 ま れ る 位 置 情
報 や サ イ ズ 情 報 等 の フ ァ イ ル 管 理 情 報 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ２ ７ に よ り メ モ リ ２ ２ 上 に 作 成 さ れ 、 画
像 デ ー タ と は 別 に デ ィ ス ク 媒 体 ２ ６ に 記 録 さ れ る 。 こ の フ ァ イ ル 管 理 情 報 に つ い て は 後 述
す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 記 録 さ れ た 画 像 デ ー タ を 再 生 す る 場 合 に は 、 ま ず 、 フ ァ イ ル 管 理 情 報 が 読 み 出 さ れ 、 画
像 フ ァ イ ル の 位 置 情 報 や サ イ ズ 情 報 を 取 得 し た 後 、 記 録 時 と 丁 度 逆 の 経 路 で カ メ ラ ２ ０ の
表 示 パ ネ ル に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 デ ィ ス ク 媒 体 ２ ６ 内 の 画 像 デ ー タ を 含 む 各 種 フ ァ イ ル が ど の よ う に 管 理 さ れ て い
る か を 図 ３ 及 び 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ３ は デ ィ レ ク ト リ 構 造 の 一 例 を 示 す 。 Rootデ ィ
レ ク ト リ の 下 に Movie、 Photo、 Play Listと い っ た サ ブ デ ィ レ ク ト リ が あ り 、 各 サ ブ デ ィ
レ ク ト リ の 下 に 幾 つ か の フ ァ イ ル 群 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 Movieデ ィ レ ク ト リ に あ る Ａ Ｖ １ 、 Ａ Ｖ ２ は 、 例 え ば 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ 方 式 等 で 圧 縮 し た 動 画
像 フ ァ イ ル で あ り 、 Photoデ ィ レ ク ト リ の Snap１ は 、 例 え ば 、 Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ 方 式 で 圧 縮 し た 静
止 （ 写 真 ） 画 像 で あ る 。 ま た 、 Play Listデ ィ レ ク ト リ の Ｐ Ｌ １ は 、 上 記 動 画 像 や 静 止 画
像 フ ァ イ ル を 用 い た 一 種 の シ ナ リ オ で あ り 、 各 フ ァ イ ル の 再 生 順 序 等 を 記 述 し た フ ァ イ ル
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ は Ａ Ｖ １ 及 び Ａ Ｖ ２ フ ァ イ ル に 関 わ る 管 理 情 報 の 参 照 関 係 を 具 体 的 に 示 す 図 で あ る
。 光 デ ィ ス ク に お い て は 一 般 的 に Ｕ Ｄ Ｆ （ Universal Disk Format） と 呼 ば れ る フ ァ イ ル
シ ス テ ム 規 格 が 用 い ら れ 、 図 ４ も Ｕ Ｄ Ｆ 規 格 に 準 拠 し た も の で あ る 。 図 中 の ａ ～ ｊ は Ｌ Ｓ
Ｎ を 示 し て お り 、 矢 印 で 示 す 参 照 （ ポ イ ン タ ） は す べ て Ｌ Ｓ Ｎ を 用 い て 行 う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ を 用 い て 例 え ば Ａ Ｖ １ と い う Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ フ ァ イ ル を 再 生 す る 手 順 を 説 明 す る 。 ま ず 、
ａ の File Set Descriptorに よ り デ ィ ス ク 全 体 の 情 報 と Rootデ ィ レ ク ト リ の 位 置 を 参 照 す
る 。 Rootデ ィ レ ク ト リ は File Entryと 本 体 （ Body） の ペ ア （ ｂ 及 び ｃ ） で 構 成 さ れ 、 本 体
は ポ イ ン タ に よ り 参 照 す る 。 続 い て 、 サ ブ デ ィ レ ク ト リ Movie（ ｄ 及 び ｅ ） を 参 照 し 、 最
後 に フ ァ イ ル Ａ Ｖ １ （ ｆ 及 び ｉ ） を 参 照 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に Ｕ Ｄ Ｆ に お い て は フ ァ イ ル 或 い は デ ィ レ ク ト リ は File Entryと 本 体 と が 通 常
は 離 れ た 位 置 に 記 録 さ れ 、 File Entry 内 に 本 体 の 位 置 と サ イ ズ を 持 つ の が 一 般 的 で あ る
。 ま た 、 フ ァ イ ル 名 も File Entry 内 に 記 録 さ れ る 。 ポ イ ン タ を 順 に た ど っ て い き 最 終 的
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に 得 ら れ た ｉ の 位 置 の File Extentが 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ の 画 像 デ ー タ 本 体 で あ り 、 こ れ を 読 み 込
ん で Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ デ コ ー ダ 等 に 入 力 す る こ と で 画 像 の 再 生 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ れ に 対 し 、 Ａ Ｖ ２ と い う フ ァ イ ル は 本 体 が Extent#１ と Extent#２ （ ｈ 及 び ｊ ） の ２ つ
の 領 域 に 分 割 し て 記 録 さ れ て お り 、 こ れ ら の 位 置 及 び サ イ ズ の 情 報 は ｇ の 位 置 に あ る File
 Entryに 記 録 さ れ て い る 。 フ ァ イ ル シ ス テ ム に お い て は 、 フ ァ イ ル の 削 除 や 編 集 を 可 能 と
す る た め 、 こ の よ う に フ ァ イ ル が 多 数 に 分 割 さ れ て も 管 理 で き る よ う な 仕 組 み が 用 意 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 上 位 か ら ポ イ ン タ を た ど る 経 路 の う ち 、 ど こ が 読 め な く な っ て も フ ァ イ ル シ ス
テ ム は 目 的 の フ ァ イ ル を 参 照 で き な く な る が 、 画 像 を 再 生 す る だ け で あ れ ば 、 最 低 限 Ｍ Ｐ
Ｅ Ｇ フ ァ イ ル の 本 体 （ Ａ Ｖ １ 、 Ａ Ｖ ２ の Extent） の 記 録 位 置 と サ イ ズ が 分 か れ ば よ い 。 従
っ て 、 そ れ ら の File Entry（ ｆ 及 び ｇ ） に 書 か れ た 情 報 が 最 も 重 要 で あ る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 下 、 こ の File Entry情 報 を 保 護 す る た め に 、 ス ペ ア エ リ ア を 利 用 す る 方 法 を 図 ５ に 基
づ い て 説 明 す る 。 図 ５ （ ａ ） は ユ ー ザ デ ー タ エ リ ア の 情 報 、 図 ５ （ ｂ ） は ス ペ ア エ リ ア の
情 報 を 示 す 。 図 ５ （ ａ ） は デ ィ ス ク 媒 体 内 に Ｎ 個 の Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ フ ァ イ ル が あ る と し て 、 そ れ
ぞ れ の File Entryの 記 録 位 置 を 示 し て い る 。 ア ル フ ァ ベ ッ ト の 小 文 字 で Ｌ Ｓ Ｎ を 、 大 文 字
で Ｐ Ｓ Ｎ を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ５ （ ｂ ） は ス ペ ア エ リ ア の 内 容 を 示 し て お り 、 太 枠 で 囲 ん だ 部 分 が 保 護 の た め 追 加 し
た 部 分 を 示 し て い る 。 図 ５ （ ｃ ） は Ｄ Ｆ Ｌ の 内 容 を 示 し て お り 、 や は り 太 枠 で 囲 ん だ 部 分
が 保 護 の た め 追 加 し た リ ス ト で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る フ ァ イ ル 保 護 の た め の 記 録 方 法 の 具 体 的 な 手 順 を 図 １ を 用 い て 説 明
す る 。 ま ず 、 図 １ の Ｓ １ で Ｄ Ｆ Ｌ を デ ィ ス ク 媒 体 ２ ６ か ら メ モ リ ２ ２ に 読 み 込 む 。 こ の 時
点 の Ｄ Ｆ Ｌ は 図 ５ （ ｃ ） の 太 枠 部 分 が 無 い 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 Ｓ ２ で フ ァ イ ル 管 理 情 報 を デ ィ ス ク 媒 体 ２ ６ か ら メ モ リ ２ ２ に 読 み 込 む 。 フ ァ イ
ル 管 理 情 報 と は 、 図 ４ に お い て 、 File Set Descriptorか ら 始 ま り ポ イ ン タ を た ど っ て 全
て の フ ァ イ ル の File Entryを 得 る ま で の 情 報 で あ る 。 Ｓ ３ で は 、 こ の フ ァ イ ル 管 理 情 報 を
検 索 す る こ と で 、 Ｎ 個 の 画 像 フ ァ イ ル が あ る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 Ｓ ４ で ま ず 画 像 フ ァ イ ル 数 Ｋ ＝ １ と し 、 １ 番 目 の 画 像 フ ァ イ ル と し て フ ァ イ ル 「
Ａ Ｖ １ 」 を 選 択 し 、 Ｓ ５ で こ の フ ァ イ ル の File Entryを ス ペ ア エ リ ア に コ ピ ー す る 。 そ し
て 、 Ｓ ６ で Ｄ Ｆ Ｌ を メ モ リ ２ ２ に 登 録 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 具 体 的 に は 、 図 ５ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に Ｐ Ｓ Ｎ  Ａ の 位 置 の File Entryを ス ペ ア
エ リ ア Ｑ の 位 置 に コ ピ ー す る 。 ま た 、 図 ５ （ ｃ ） に 示 す よ う に 「 Ａ 」 の 位 置 を 「 Ｑ 」 に 交
替 す る と い う Ｄ Ｆ Ｌ を 追 加 す る 。 そ の 際 、 実 際 に 欠 陥 が あ る わ け で は な い の で 、 Statusは
未 交 替 に し て お く 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ れ で １ 個 目 の フ ァ イ ル の 処 理 が 終 了 し 、 そ の 後 、 Ｋ ＝ Ｋ ＋ １ と し て 次 の フ ァ イ ル の 処
理 に 進 み （ Ｓ ７ 、 Ｓ ８ ） 、 以 下 、 同 様 の 処 理 を 繰 り 返 し 行 う 。 全 て の 画 像 フ ァ イ ル に 対 す
る 処 理 が 終 了 す る と 、 図 ５ に 示 す よ う に Ｐ Ｓ Ｎ 「 Ｂ 」 、 「 Ｃ 」 、 「 Ｄ 」 に あ る File Entry
が 、 そ れ ぞ れ Ｐ Ｓ Ｎ 「 Ｒ 」 、 「 Ｓ 」 、 「 Ｔ 」 に コ ピ ー さ れ 、 対 応 す る Ｄ Ｆ Ｌ が 作 成 さ れ る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ こ で 注 意 す る の は 、 「 Ｃ 」 の 位 置 の File Entryで あ り 、 こ こ に は 以 前 に 欠 陥 が あ っ た
た め 、 す で に 従 来 の 交 替 処 理 が 行 わ れ て お り 、 Ｌ Ｓ Ｎ 「 ｃ 」 の File Entryは Ｐ Ｓ Ｎ 「 Ｃ 」
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で は な く 、 Ｐ Ｓ Ｎ 「 Ｐ 」 の 位 置 に 記 録 さ れ て い る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 従 っ て 、 「 Ｐ 」 の 位 置 の File Entry が Ｐ Ｓ Ｎ 「 Ｓ 」 に コ ピ ー さ れ て い る 。 こ れ に 対 応
す る Ｄ Ｆ Ｌ も 「 Ｐ 」 → 「 Ｓ 」 と な る 。 Ｎ 個 の 画 像 フ ァ イ ル に つ い て す べ て の 処 理 が 終 了 す
る と 、 Ｓ ９ に お い て 図 ５ （ ｃ ） に 示 す よ う に メ モ リ ２ ２ 上 の Ｄ Ｆ Ｌ を デ ィ ス ク 媒 体 ２ ６ に
書 き 込 み 、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 図 １ の フ ロ ー チ ャ ー ト で は 画 像 デ ー タ が す べ て 記 録 済 み で あ る と し て 説 明 し た が
、 １ つ の 画 像 を 記 録 す る 度 に そ の File Entryを 交 替 エ リ ア に バ ッ ク ア ッ プ す る よ う に 構 成
し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 上 で 、 画 像 フ ァ イ ル の File Entryが 本 来 の 位 置 と は 別 の ス ペ ア エ リ ア に も 記 録 さ れ た
デ ィ ス ク が 出 来 上 が る 。 Ｄ Ｆ Ｌ の statusは 「 未 交 替 」 と な っ て い る の で 、 通 常 の 画 像 フ ァ
イ ル の 再 生 は 、 従 来 と 全 く 同 様 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に 、 新 た な キ ズ や 汚 れ 等 に よ り 画 像 フ ァ イ ル の 再 生 に 障 害 が 発 生 し た 場 合 の 動 作 に つ
い て 図 ６ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 （ １ ） Ａ Ｖ １ フ ァ イ ル
　 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に Ｐ Ｓ Ｎ 「 Ａ 」 の File Entryが 読 め な く な っ た 場 合 に は 、 図 ６ （
ｂ ） に 示 す よ う に Ｐ Ｓ Ｎ 「 Ｑ 」 に コ ピ ー が あ る の で 、 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に Ｄ Ｆ Ｌ 「 Ａ
」 → 「 Ｑ 」 の statusを 「 未 交 替 」 か ら 「 交 替 」 に 変 え れ ば 良 い 。 よ っ て 、 図 ６ （ ｃ ） の Ｄ
Ｆ Ｌ か ら 通 常 の 再 生 が 可 能 に な る 。 但 し 、 File Entryが 「 Ｑ 」 の 位 置 １ 箇 所 の み と な る の
で 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 「 Ｑ 」 を 「 Ｕ 」 に コ ピ ー し 、 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に Ｄ Ｆ Ｌ
も 追 加 し て お く 。 statusは 「 未 交 替 」 と し て お く 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 （ ２ ） Ａ Ｖ ２ フ ァ イ ル
　 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 交 替 位 置 で あ る 「 Ｒ 」 に 欠 陥 が 生 じ た 場 合 に は 、 画 像 の 再 生 に
は 問 題 は な く 、 通 常 の 再 生 手 順 で は 「 Ｒ 」 を ア ク セ ス し な い た め 欠 陥 自 体 に も 気 づ か な い
。 信 頼 性 を よ り 向 上 さ せ る に は 、 ユ ー ザ ー に よ る 検 査 コ マ ン ド 等 で Ｄ Ｆ Ｌ の statusが 未 交
替 で あ る 位 置 の デ ー タ に も ア ク セ ス す る 必 要 が あ る 。 検 査 に よ り 欠 陥 が 発 見 さ れ た 場 合 に
は 、 図 ６ （ ａ ） の 「 Ｂ 」 の File Entryを 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 「 Ｖ 」 に コ ピ ー し 、 図 ６
（ ｃ ） に 示 す よ う に Ｄ Ｆ Ｌ を 「 Ｒ 」 に 代 え て 「 Ｖ 」 と し て お く 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 （ ３ ） Ａ Ｖ ３ フ ァ イ ル
　 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 既 に 交 替 し た ス ペ ア エ リ ア 「 Ｐ 」 で 欠 陥 が 生 じ た 場 合 に は 、 ま
ず 、 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に 「 Ｃ 」 の 交 替 先 を 「 Ｐ 」 か ら 「 Ｓ 」 に 変 更 し 、 再 生 を 可 能 と
す る 。 更 に 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 「 Ｓ 」 の File Entryを 「 Ｗ 」 に バ ッ ク ア ッ プ し 、 図
６ （ ｃ ） に 示 す よ う に そ の Ｄ Ｆ Ｌ も 追 加 し て お く 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 上 の よ う に 新 た な 欠 陥 が 生 じ た 場 合 で も 、 File Entry即 ち 画 像 デ ー タ の 位 置 と サ イ ズ
が ２ 箇 所 に 保 持 さ れ て い る た め 、 一 方 が 失 わ れ て も 画 像 の 再 生 が 可 能 と な る 。 ま た 、 欠 陥
に よ り １ 箇 所 と な っ た File Entryを 再 び バ ッ ク ア ッ プ す る こ と で 、 以 降 の 新 た な 欠 陥 に も
対 応 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 さ て 、 こ れ ま で 画 像 デ ー タ 本 体 （ Extent） の 欠 陥 に つ い て は 述 べ な か っ た 。 画 像 や 音 声
デ ー タ は Ａ Ｖ デ ー タ と 呼 ば れ 、 Ｐ Ｃ デ ー タ （ フ ァ イ ル 管 理 情 報 や そ の 他 一 般 の フ ァ イ ル ）
と は 区 別 さ れ る 。 Ａ Ｖ デ ー タ の 記 録 で は リ ア ル タ イ ム 動 作 を 優 先 す る た め 、 基 本 的 に 交 替
処 理 を し な い 。 ま た 、 ベ リ フ ァ イ 処 理 （ 記 録 直 後 に 正 し く 再 生 で き る か の 確 認 ） も 行 わ な
い 。 こ れ を 図 ７ を 用 い て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ７ （ ａ ） は あ る ブ ロ ッ ク に 欠 陥 が あ る が 未 知 で あ る 場 合 の 記 録 処 理 の 例 を 示 す 。 Ｐ Ｃ
デ ー タ の 場 合 は 、 Ｌ Ｓ Ｎ 「 ａ 」 か ら 順 に ブ ロ ッ ク 毎 に 書 き 込 み と ベ リ フ ァ イ 処 理 を 繰 り 返
す た め 、 欠 陥 の あ る ブ ロ ッ ク が 発 見 で き る （ こ の 場 合 は ｃ ブ ロ ッ ク ） 。 ｃ ブ ロ ッ ク に 書 く
べ き デ ー タ は 交 替 処 理 に よ り ス ペ ア エ リ ア に 書 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 Ａ Ｖ デ ー タ の 場 合 、 ベ リ フ ァ イ 処 理 を 行 わ な い の で 、 ｃ ブ ロ ッ ク の 欠 陥 は 発 見 で き な い
。 こ の た め 、 再 生 時 に は エ ラ ー が 残 っ て し ま う こ と に な る が 、 画 像 の 場 合 は 一 瞬 静 止 画 に
な る と か 画 面 の 一 部 が 乱 れ る 等 の 問 題 は あ る も の の 、 致 命 的 で は な い と し て エ ラ ー が 許 容
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ７ （ ｂ ） は 欠 陥 の あ る ブ ロ ッ ク が 予 め 分 か っ て い る 場 合 の 記 録 処 理 の 例 を 示 す 。 Ｐ Ｃ
デ ー タ に つ い て は 図 ７ （ ａ ） と 同 様 に 交 替 処 理 を 行 う 。 Ａ Ｖ デ ー タ に つ い て は 、 ｃ ブ ロ ッ
ク を ス キ ッ プ し て 記 録 を 行 う 。 つ ま り 、 デ ィ ス ク 媒 体 の ト ラ ッ キ ン グ は そ の ま ま で 、 ｃ ブ
ロ ッ ク に は 記 録 せ ず 、 ｃ ブ ロ ッ ク に 記 録 す べ き デ ー タ を ｄ ブ ロ ッ ク に 記 録 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の 方 法 に よ り 、 リ ア ル タ イ ム 性 と エ ラ ー レ ス の 両 立 を 狙 う こ と が で き る 。 ｃ ブ ロ ッ ク
は 論 理 的 に 空 き 状 態 に な る が 、 後 に 交 替 処 理 に よ っ て ス ペ ア エ リ ア に Ｐ Ｃ デ ー タ を 記 録 可
能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 以 上 の よ う に Ａ Ｖ デ ー タ に つ い て は 、 も と も と 完 全 に は 保 護 さ れ て い な い 点 及 び エ ラ ー
が 致 命 的 と は な ら な い 点 を 考 慮 し 、 本 発 明 に お い て も 画 像 本 体 （ Extent） の 保 護 は 行 っ て
い な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 を 実 施 す る に 当 た り 、 ス ペ ア エ リ ア が 不 足 す る の で は な い か と い う 懸 念 も
あ る が 、 上 述 し た よ う に 動 画 像 デ ー タ を 主 に 記 録 す る 場 合 に は 、 デ ィ ス ク 容 量 の 大 部 分 を
占 め る 画 像 デ ー タ の 交 替 処 理 が 為 さ れ な い の で 、 ス ペ ア エ リ ア の 空 き は 十 分 で あ る と 考 え
ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 発 明 で は 、 こ の ス ペ ア エ リ ア の 空 き を 効 率 的 に 使 用 し て 画 像 フ ァ イ ル を 保 護 す る も の
で あ る 。 特 に 、 カ ム コ ー ダ 用 途 の デ ィ ス ク 装 置 で は 、 撮 影 の や り 直 し が 不 可 能 の 場 合 が 多
く 、 画 像 デ ー タ の 保 護 に よ る 効 果 は 高 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る フ ァ イ ル 記 録 方 法 の 一 実 施 形 態 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 情 報 記 録 装 置 の 一 実 施 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る デ ィ レ ク ト リ の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ａ Ｖ １ 及 び Ａ Ｖ ２ フ ァ イ ル に 関 す る 管 理 情 報 の 参 照 関 係 を 説 明 す る 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る フ ァ イ ル 記 録 処 理 の 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る フ ァ イ ル 記 録 処 理 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る Ａ Ｖ デ ー タ と Ｐ Ｃ デ ー タ の 記 録 処 理 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 デ ィ ス ク フ ォ ー マ ッ ト の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 例 の 交 替 処 理 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 　 　 　 ２ ０ 　 カ メ ラ
　 　 　 　 ２ １ 　 画 像 音 声 入 出 力 回 路
　 　 　 　 ２ ２ 　 メ モ リ
　 　 　 　 ２ ３ 　 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ 　 Ｃ Ｏ Ｄ Ｅ Ｃ
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　 　 　 　 ２ ４ 　 エ ラ ー 訂 正 処 理 回 路
　 　 　 　 ２ ５ 　 記 録 再 生 処 理 回 路
　 　 　 　 ２ ６ 　 デ ィ ス ク 媒 体
　 　 　 　 ２ ７ 　 Ｃ Ｐ Ｕ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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